
 

 

重点取組事項 

令和４年度 苫小牧市立青翔中学校 経営計画 

 

学校教育目標 

自 立 － 責 任 あ る 行 動 を と る 力 

貢 献 － 対立やジレンマを調停する力 

創 造 － 新しい価値を創造する力 

 
 

 SEISHO PRIDE（目指す学校像・生徒像） 

～生徒一人一人が主語となって～ 

【自立】さわやかな挨拶・自ら進んで学習 

【貢献】活力ある生徒会活動・いじめの根絶 

【創造】響き合う合唱・成長し合える仲間 

 

 
 
 

 

目指す教師像 

～「よき社会人、指導者、理解者、支援者」としての教職員～ 

   〇豊かな感性と社会性を身につけた教師    〇自ら指導力を磨く教師 

   ○生徒・保護者と信頼で結ばれる教師     〇全校的な視野に立ち、協働と教育に取り組む教師 

 
 

  

生きる力 学びのその先へ 

   ↓ 

○キャリア教育の改善充実－基礎的汎用能力の育成とキャリア発達の促進 

 

○個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実 

 

 

 

 

１ 学校経営の重点 

 ⑴現状と課題 

本校の生徒の良さとして， 

○明るく元気なあいさつが定着し、さわやかな校風が確立されている 

○基礎的・基本的な学習事項がしっかりと定着している。活用発揮することを通して問題を発見し、解

決していく力の育成が求められる 

自主性・主体性の育成 
○コミュニケーション力（言語能力，情報活用能力）   ○問題発見・解決能力   ○協働する力 



 

 

○教師との信頼関係を基盤として諸活動を通して、自尊感情が育まれている。部活動への取組も積極的

で、各種目において上位入賞を果たしている。 

が挙げられる。 

また大規模ならではの多様性は，本校の強みである。校内外で，様々な活動に切磋琢磨しながら取り

組む姿は，互いの刺激となり，学校全体に大きな活力を生んでいる。 

その一方で，様々な要素が複合した“居づらさ”を乗り越えていくことを困難に感じ，不登校という

形で前景化しており，解決に向けた対応を最も優先すべき喫緊の課題となっている。 

さらに教職員においては，その多さから組織の一員としての意識が強まる反面，学校経営に主体的に

参画する意識や責任感がややもすると弱くなり，また連絡や調整に手間がかかることから，改革や改善

を目指した取組に力強さが欠ける傾向は否めない。 

 

⑵学校教育目標と SEISHO PRIDE 

  ①学校教育目標 

    「自立・貢献・創造」について，10 年後の社会を見据えて，その中核をなす資質・能力を設定す

る。さらに，「誰一人取り残すことのない，持続可能で多様性と包摂性のある社会の創り手」への成

長の願いを込め，SEISHO PRIDEに「主語は生徒一人一人」を付記する。これにより，生徒が自身の

良さや可能性を認識し主体的な取組を期待するメッセージを発信するとともに，教育課程の実施に

おいて「一人一人の生徒を主語にする」ことが我々教職員の責務であることを確認する。 

  【学校教育目標とその中核をなす資質・能力，SEISHO PRIDE】 

学校教育目標 中核をなす資・能力 SEISHO PRIDE～生徒一人一人が主語となって～ 

自  立 責 任 あ る 行 動 を と る 力 さわやかな挨拶・自ら進んで学習 

貢  献 対立やジレンマを調停する力 活力ある生徒会活動・いじめ根絶 

創  造 新しい価値を創造する力 響き合う合唱・成長し合える仲間 

 

 

 

②自主性・主体性 

    いずれも，特に中学校教育段階においては，汎用性が高く，それ故意味する守備範囲が広くなりが

ちなので，改めてその押さえを確認する。 

   「自主性
自 ら

」…目標の達成に向けて，なすべきことに自発的に，率先して取り組む態度。やるべきこと

をきちんと把握し，自発的に，正確かつ迅速になすべきことに取り組む生徒像を目指す。 

   「主体性
試 行 錯 誤

」…なすべきことを考え，判断し，責任をもって取り組む態度。自らの取組を振り返り，成

果と課題を踏まえて改善と充実を図っている生徒像を目指す。 

    両者はインタラクティブな関係にあり絡み合いながらスパイラルに高まっていくものであるが，

まず育成すべきは「自主性」となる。それが基盤となり，「主体性」へと昇華していくことになる。 

つまり，目指すべきは「主体性」ということになる。 

    「（自主性➡）主体性」の育成は，青翔中学校のすべての教育活動の目当てとなるが，その過程は

共通しており，Ａ（anticipation：見通し）Ａ（act：行動）Ｒ（reflection：振り返り）サイクル

を回すことが重要となる。AARサイクルをマネジメントし，「調整力」「粘り強さ」を向上発揮させる

のが教員に求められる重要な専門性ということになる。 

 

⑶何を学ぶか（教育課程の編成）  

  ①コミュニケーション力 

(ｱ)言語能力 

    言葉は，生徒の学習活動を支える重要な役割を果たすものであり，全ての教科等における資質・

自主性・主体性の育成 



 

 

能力の育成や基盤となるものである。教科書や教師の説明，様々な資料等から新たな知識を得た

り，事象を観察して必要な情報を取り出したり，自分の考えをまとめたり，他者の思いを受け止め

ながら自分の思いを伝えたり，学級で目的を共有して協働したりすることができるのも，言葉の役

割に負うところが大きい。したがって，言語能力の向上は，生徒の学びの質の向上や資質・能力の

育成の在り方に関わる重要な課題として受け止め，重視する必要がある。 

   また来るべき Society5.0を見据え，生徒に身に付けさせるべき資質・能力として，数学的思考力

とともに基礎的読解力が基盤的な学力としても位置づけられている。 

 

 (ｲ)情報活用能力 

    情報活用能力は，世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，情報及び情報技術を適

切かつ効果的に活用して，問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていくために必要な

資質・能力である。将来の予測が難しい社会において，情報を主体的捉えながら，何が重要かを主

体的に考え，見いだした情報を活用しながら他者と協働し，新たな価値の創造に挑んでいくために

は情報活用能力の育成は重要となる。 

   この情報活用能力も，Society5.0を見据え，生徒に身に付けさせるべき資質・能力である。 

 

③問題発見・解決能力 

物事から問題を見いだし解決を目指し実行し，それを振り返り新たな問題発見・解決につなげて

いく過程を重視した深い学びを各教科等で実現する。さらに，総合的な学習の時間における横断

的・総合的な探求課題や，特別活動における集団や自己の生活上の課題にも取り組み，各教科等で

身に付けた力が統合的に活用できるようにする。 

  

  ④協働する力 

「協働性」について、次のように共通理解を図る―他者と目的や課題を共有し、互いの良さを生

かし、多様性を尊重して、課題解決を目指す態度。 

    学校だからこその学びの機能であり、また学習指導要領が要請する主体的で対話的な深い学び

を実現にも資する態度となる。この「協働性」を育成する上で、次の事項に留意する。 

・他者と目的や課題を共有        ・互いの良さを生かし、多様性を尊重 

・課題解決を目指す態度 

まずは自分なりの意見や考えをまとめたり作品を作成したりする。そして、共有した集団の目標

を意識し仲間と関わっていく。課題解決を目指し、この交流を実行することで、互いが価値ある他

者となり、協働性が培われることとなる。さらに、ゴールに到達したあとに、他者とのかかわりに

着目した視点を意図的に設定し振り返らせることで協働性の質を高めていくことになる。 

 

⑷どのように学ぶか〈教育課程の実施〉 

   「価値ある他者と協働して，社会の変化（Society4.0 ＋ 人口減少，国際化，AI，IoT，ロボティ

クス… ➡ Society5.0 VUCA）を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な社会の創り手」と

なるための資質・能力の育成が，学校での学びの目的である。 

  「生きる力 学びのその先へ」を設定し，次の重点取組事項を組織的・計画的に推進する。  

  ①キャリア教育の充実 

「自主性・主体性」の育成には、生徒一人一人が自分のこれからの生き方を見渡し、具体的な目

標を設定することが極めて重要であり，だからこそ意図的・計画的な仕掛けとなる「キャリア教育」 

の推進が必要となる。 

    「どのように学ぶか〈教育課程の実施〉」に明確にキャリア教育を設定し，その推進を全教職員

と生徒、保護者で共有し意図的・計画的に教育活動を展開することでキャリア発達を促す。このこ

とでよりよい行動変容を生徒に迫り、「自主性・主体性」の育成を図っていくこととする。 



 

 

 ②個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

・「主体的な学習態度」の適切な見取り効果的な指導方法へフィードバック（指導と評価の一体化） 

・単元等の目標の達成に資するタブレット等の ICT機器の活用 

・非常時における学びの保障に資するタブレット等 ICT機器の活用 

  

 
２ 経営活動に係る事項 
⑴学校教育目標の具現化に向けて、職員の創意や地域の特性を生かし、知・徳・体の調和のとれた教育課程
の編成・実施し、評価・改善を進める 
①教育目標と具体的な教育活動との関連を図ると共に、育成すべき資質・能力を適宜見直す 
②家庭・地域と育成すべき資質・能力を共有し、創意に富む教育課程の編成に努める 
・「確かな学力」の向上に向けての創意工夫   ・学校行事の精選、工夫改善 

     ・指導計画の工夫、改善 、評価              ・授業時数の確保の徹底 
     ・個別最適な学びと協働的な学び             ・地域の人的、物的資源の活用 
     ・体験的な学習の充実                    ・読書活動の推進 
     ・地域行事、ボランティア活動への積極的な参加 

③教育課程の評価、改善を目指す実践記録の累積を工夫し、指導と評価の一体化を図る 
④道徳のみならず、全ての教育活動を通して、思いやりの心、寛容の心、感謝の心を育み、法やきまりを
守る態度を育て、よりよい人間関係の構築を図る 

 
⑵C4thを活用し機動的かつ効率的な意思疎通を図り、チームとしての組織運営体制を進める 
①校務分掌による責任体制の確立と連携、調整を密にする 
②担当者の意欲、着想、計画性を尊重した各会議の励行に努める 
③学校評価（外部評価を含む）の実施により、計画、実践の改善に努める 
④経営参加意欲の高揚と協働体制の確立を図る 

 
⑶学年段階を踏まえた目標の重点化を図り、生徒一人ひとりが個性を伸ばし、自己実現を図る学年･学級経
営の充実に努める 
①経営ビジョンの明確化と学年、学級の一貫した経営の充実と指導の具現化を図る 

     ・学年･学級目標の具現化を生徒の姿で検証し、生徒の変容を共有する 
     ・他学年との情報や意見交流の充実と協働を図り、学校としての調和を図る 

②生徒一人ひとりを大切にし、信頼と共感を基調とした学級経営を推進する 
      ・個々の生徒の良さを生かし存在感を持たせる学級組織作りと活動の活性化を図る 
      ・生徒理解と集団への適応を図るために話し合い活動や教育相談を充実する 
 
⑷広い視野に立ち、教職員としての実践的指導力を高めるための日常実践と研修活動の充実に努める 

①学校教育目標の具体化、課題解決のための研修体制を確立する 
②日常実践（評価の改善、ICT機器を活用した個別最適な学びと協働的な学びの実現）に結びつく研修活
動を進める 

③広く他校の実践や研究団体の成果に学び自己啓発の深化を図る 
 
⑸創意ある温かい心のふれあう教育環境づくりに努める 
①教材・教具の計画的な整備と効果的な活用に努める 
②施設設備の充実に努め、安全のための点検活動の日常化を図る 
③環境美化や公共物愛護の意識を高め、よりよい環境づくりを実践する態度を育てる 
④校舎の環境整備と言語環境の整備に努める（図書館教育や掲示教育、放送活動の充実） 
 

⑹地域や保護者及び関係機関との連携を深め、「地域とともにある学校づくり」に進める 
①学校、学年、学級だより等の広報活動（ホームページ）に努め、地域や保護者の学校に対する理解を深
め、信頼関係の強化する 

②ＰＴＡ組織の主体的な活動の推進及び行事への参加体制づくりに努める 
③青少年の健全育成を目指した校区連絡協議会の活動の充実に努める 
④地域の課題を解決する小・中学校の連携・一貫した指導と実践化を進める 

 
⑺安心・安全な教育環境を整備する 
①危機管理マニュアルを定期的に見直し、家庭。地域と共有し、実践的な活用を図 



 

 

②不審者や変質者等による事故の発生を未然に防止するともに、事故発生の場合、警察や町内会等に対し、
生徒の安全確保への協力を要請する 

③ さくら連絡網の活用等により家庭・地域との情報連携を強化し、必要に応じて安全確認や巡回指導な
どの行動連携に努める 

 
 ⑻働き方改革の着実な推進 

①学校職員人事評価シートを活用し，目標を共有しベクトルを揃えた組織的な取組で、効果的で効率的な
学校運営の推進する 

②目標と手段の視点から、「やめる・減らす・変える」の発想でコアチームを中心に業務を見直し，業務
のさらなるスリム化と効率化，さらには負担感の軽減を図る 

③「苫小牧市立青翔中学校の部活動に係る活動方針」の徹底 
④上記の取組により教職員に潤いと活力を生み，教育活動の質を高める。 

 
３ 教育指導に係る事項 
 ⑴基礎・基本の定着を図り、自主的・主体的に学ぶ力を育てる学習指導を推進する 

①個別最適な学び（eライブラリ）と協働的な学び（ＰＢＬ等）の実現 
②基本的な学習態度や主体的な学習習慣の定着を図る 
③ICT の整備と効果的な活用を進める 
④授業の改善と生徒の変容の把握に直結する指導と評価の一体化を進める 
⑤生徒の学力保障のための授業時数の確保する 
⑥各種調査・検査等の結果、分析と改善への対応（エビデンスに基づく教育活動の改善） 

 
⑵思いやりの心・寛容の心・感謝の心を育み、法やきまりを守る態度を育て、よりよい人間関係を育てる道
徳教育の充実に努める。 
①道徳教育推進教師を中心に、道徳の時間を要とした道徳教育の改善と充実を進める 
②家庭や地域社会との連携を図った体験的な道徳教育の推進に努める 

   
⑶生徒指導の３機能を活かした目的的な特別活動を推進する 
①生徒会の自主的・創造的活動を推進し、自治的な生徒集団に高める 

    ②目標を焦点化した学校行事を運営し、その達成によりねらった資質・能力を確かに育むとともに、生徒
の連帯感や所属感を醸成にも資するものとする 

③学校や学級への所属感を感得させ、適応指導を目指す学級活動の充実に努める 
     ・学級活動の指導内容や実践計画の定期的な改善 
   ・一人一人が生かされる学級活動の工夫と改善 
     ・個々が大切にされ、互いに認め合う学級づくり 

④勤労生産的体験や郷土の伝統文化・自然体験及び奉仕活動に目を向かせ、主体的に参加し実践する態度
を育成する→将来の地域社会の担い手 

⑤子ども読書の日（４月２３日）に対応する啓発活動と読書活動の充実に努める。 
 

⑷キャリア教育や体験的学習を重視し、自ら課題を見つけ、問題解決できる総合的な学習の時間の充実に
努める 
①横断的・総合的な課題や生徒の興味・関心などに基づく課題、地域の課題などについて、発展的に学
習が展開されるよう、小学校との関連や中学校３年間を見通した指導を行う 

②評価の観点を明確にし、指導過程や指導内容・方法の改善に生かす評価の工夫に努める 
 

⑸３機能を活かした生徒指導を組織（学年・学校）として推進する 
①基本的生活習慣の育成は、生徒個々はもとより集団の規律として質的に高められるよう納得と共感を
基盤にした指導を大切にする 

②全教師が共通理解にたった共通実践活動の推進（その場指導の徹底、事例研修会の充実） 
③生活部と学年、学級との連携及び学年間の交流 
④生徒の意識や実態を把握する中で、生徒理解に努め共感的理解（カウンセリングマインド）にたった
教育相談の充実と日常化に努める 
・各種調査や検査による実態把握        ・専門的な生徒理解やカウンセリングの研修 
・相互信頼関係の確立             ・計画的、偶発的な教育相談の実施 

⑤不登校やいじめ等への適切かつ組織的な対応及び関係機関との連携を強化する 
⑥問題行動の未然防止や早期発見に努め、校内外の秩序と安定を保つ 
・日常の観察点検活動と情報交換の充実    ・生徒の動向把握 
・問題行動への組織的な即応と連携    ・家庭や地域社会及び関係機関との連携強化 



 

 

⑹自らの在り方や生き方を考え、人生の目的意識を高める進路指導の充実に努める。 
①３年間の展望に立ち、体系的な指導計画に基づいた具体的指導を進める 
②自己の能力や適正を踏まえ進路選択ができるよう、各種資料を収集･累積し活用する 
③進路選択に関して家庭への啓発を図るとともに、進路事項を的確に遂行する 

 
⑺自他の生命を大切にし、心身ともに健康で安全な生活を営む能力や態度を育てる健康･安全      指導
を進める 
①自他の生命の尊重する態度を育成する 
②保護者や地域社会、関係機関（講演会等）と連携し心の健康及び性･薬物乱用防止に係る指導の充実
に努める（保健学習や学級指導等） 

    ③防災教育を充実させ、防災リテラシーを育成する 
④清掃美化への意識を高め、校内外の美化や衛生的な環境の保持する 
・汚さない、散らかさない指導        ・奉仕の心や協働の心の育成 
・清掃指導の点検活動と事後指導  

⑤地域ぐるみ交通安全指導に取り組み、交通安全意識の高揚と実践的な行動力を育てる 
⑥諸活動における傷害や事故の防止の意識を高める 

 
⑻将来の社会的自立を目指し、特別支援学級での障がいの種類と程度に応じた適切で思いやりに満ちた特
別支援教育を推進する 
①チェックリストや指導事例研修等を活用し、生徒一人ひとりの実態とニーズを正確に把握する 
②コーディネーターを中心として、エリアや外部機関や保護者との連携を図る 
③小・中学校間の早期の情報交流（引継）、校内教育支援委員会での取組を通して、教職員の理解と協
働並びに関係機関の支援を受けた指導体制・校内体制を確立する 

④生徒相互の理解を深める交流学習・共同学習を推進し、自立に向けた集団参加や適応力の 向上に努
めるとともに、障がいへの理解を深めノーマライゼーション社会の実現に資する 

 
⑼「苫小牧市立青翔中学校の部活動に係る活動方針」の趣旨を踏まえ，により持続可能な部活動体制の整
備を進め、教育課程との関連を図りながら学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等に資する部活動を
推進する 
①学校教育の一環として、教育目標の実現や教育課程との関連を図られるよう留意する 
②自主性や主体性を基盤とした活動を推進し、責任感や連帯感を涵養する 
③部活動顧問の負担を全教職員が理解し合い、協力体制を築く 


